




The Effects of Interruption during delay of Reward 
on delay discounting judgments



































AV += 1  （1）





た経済的要因（Kawashima, 2006），収入（Green, Myerson, Lichtman, Rosen, & Fry, 1996）や
年齢（Green, Fry, & Myerson, 1994），報酬量（Green, Myerson, & McFadden, 1997），薬物依存



























遅延中の中断リスクについての実験的研究として，Henly, Ostdiek, Blackwell, Knutie, 





















































































図 1　 本研究における中断がある場合の強化確率。A：VI15sスケジュールでの強化確率。B：平均中断 20s
での中断確率。C：VI15s＋平均破綻 20sスケジュールでの場合の強化確率。
表 1　各条件での 1試行での強化確率・中断確率・試行終了確率
































IBM PC/AT互換のコンピュータ，マウス，キーボード，液晶モニター（30.4 cm× 22.8 cm）
を使用した。実験制御プログラムは Borland社製 Delphi7を利用して作成した。
手続き
被験者は 1日当たり約 1時間 20分の実験に 4日間参加した。最初の実験日は練習であり，
すべての被験者で平均中断 15s条件の実験を行った。その後，1日に 1条件で平均中断 10s，
平均中断 20s，途中中断なし条件を被験者間でカウンターバランスした順序で行った。各実験




























































































各条件での主観的等価点は，第 4から 6セッションでの 15から 18試行における Random 
Adjusting Amount手続きにおけるMinimum Top LimitとMinimum Bottom Limitの平均値と






的等価点が低下していることがわかる。これは Kawashima et al （2008）と同様の結果であり，




反応をしている場合には，表 1のように途中中断なしでは 1試行での強化確率は 0.87程度で
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